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││
温浴施設方針策定に向けた
ワークショップを開催しました││

温泉入浴 生活サービス 新産業・おもてなし

　本年度豊根村では、湯～らんどパルとよねの今後について方針策定委員会を設置し、

そのあり方を検討しているところです。その委員会においての判断材料として住民の

皆様の意見を取り入れるために、３つのテーマでワークショップを行い、計37名の住

民の方にご参加いただきました。  

　リニューアル後の温浴施設

の施設名、キャッチコピー、

機能等をまとめた「ＰＲ広告」

を作成しながら、現在の温浴

施設の課題、必要な機能につ

いて話し合いました。

　話し合いの中で、温泉に「つ

るつるスベスベ」とキャッチ

コピーをつける、貸切風呂・

サウナの機能を追加する等の

意見が挙げられました。

　参加された住民の方におかれましては、ご多忙の中ご参加いただき、誠にありがとうございました。

いただいたご意見については、今後行われる策定方針委員会で活用いたします。策定された方針について

は、また広報等でお伝えいたします。

　リニューアル後の温浴施設

の内容、場所、使い方等をま

とめた「広報とよねの施設紹

介ページ」をイメージしなが

ら、村の生活サービスの課題、

必要なサービスについて話し

合いました。

　話し合いの中で、豊根村で

暮らすための施設を一気に集

約するという意見や、多世代・

多機能の施設とする等の意見

が挙げられました。

　村の既存の資源を活かした

新事業を行う「会社案内」を作

成しながら、豊根村で行える

新しい取組やビジネスについ

て話し合いました。

　話し合いの中で、６次産業

の創出、自然を活かした観光

ビジネス、既存資源のマッチ

ング支援、バイオマス発電等

によるゼロエミッション温泉

の実現等の意見が挙げられま

した。

次の一歩、踏み出してみませんか？

「そろそろ結婚したいけど、
なかなか出会いがない…」
 「婚活に興味はあるけれど、何から
始めたらいいのかわからない…」 
そんな独身男性を応援するため、
豊根村では2021年度から
愛知県交流居住センターと協力し、
婚活支援事業を行っています。
これまで「新しい出会いがあった」
という声もありますが、
まだ十分な成果には
つながっていません。 
そこで今年度は、
もっと一人ひとりに寄り添えるよう、

出会いのチャンスを大きく広げる第一歩として、
登録料の一部を支援します（先着3名）。

次の３つのサポート事業を実施します。
結婚相談所への登録料を半額補助結婚相談所への登録料を半額補助
（試験的実施） 

対象／

主催／豊根村　協力／愛知県交流居住センター・一般社団法人結婚アカデミー

結婚相談所へ
入会されると
登録料を

半額補助します。

豊根村在住の独身男性限定

アンケートへの
ご協力を

お願いいたします。

自分の考え方や魅力の伝え方を知ることで、婚活の進め方が見えてきます。

無料の「婚活脳診断」と
個別カウンセリング
無料の「婚活脳診断」と
個別カウンセリング

今後の事業をよりよいものにするため、簡単なアンケートにご協力ください。
アンケートであなたの声を反映 アンケートであなたの声を反映 

婚活は、「やってみよう」と思ったときがスタートです。 村のサポートを活用して、自分に合った一歩を踏み出してみませんか？
皆さんのご参加と素直なご意見（アンケート回答）を心よりお待ちしています。

婚活脳診断を無料で
お試しいただけます！
希望者には、診断結果に基づく
個別オンラインカウンセリング実施

お支払い方法の欄の
「豊根村在住の方」に
　（チェック）を入れて
いただくと無料で
お試しいただけます。

テーマ
1

テーマ
2

テーマ
3
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TEL.85-1311 FAX.85-1164
役場総務課 広報担当

e-mail info@vill.toyone.lg.jp

情報を
お寄せください とよねの話題

　「よいしょー、よいしょー」と大きな掛け声を出
し、力いっぱいに杵降り下ろし、お父さんもお母
さんも一緒にみんなで力を合わせて、おやつのお
餅を作りました。お餅を丸めるときには、「ねちょ
ねちょする」と手にくっつくお餅に苦戦しながら
も、形も大きさも個性あふれるお餅がたくさんで
きあがりました。仕上げには、きな粉や黒ゴマを
まぶしたり、大福のようにあんこを包んだり、工
夫を凝らして、みんなでおいしくいただきました。

　杉の子保育園の園児たちが、園外保育として茶
臼山高原を訪れました。子どもたちは、スキーゲ
レンデ約１kmの坂道を元気いっぱいに登り切り、
咲き誇ったサンパチェンスを楽しみました。
　その後、お父さんやお母さんが作ってくれたお
弁当をみんなで味わい、ボール遊びや凧揚げ、ア
スレチックなどで思い切り身体を動かし、広々と
した茶臼山高原を堪能しました。
　帰り道には茶臼山を車で一周したときに野生の
シカに遭遇し、思いがけない出会いで子どもたち
は驚いている様子でした。

　豊川信用金庫 理事長 真田光彦様よ
り、災害備蓄物資としておでん缶400缶
を村に寄贈頂きました。災害発生時には、
避難者への非常食として活用できる心強
い支援物資です。
　寄贈頂いたおでん缶は、各地区の防災
倉庫に順次配備する予定です。地域の安
全・安心のためにご協力を賜わりました
豊川信用金庫様に、感謝申し上げます。

　茶臼山高原で、「第13回いも煮会 in 茶
臼山」が開催されました。豊根産の里芋
をはじめとした秋の新鮮野菜を多くの方
に味わっていただこうと、平成25年から
開催されています。直径約２メートルの
大鍋で作られる芋煮は毎年大好評です。
今年は約2,100杯が完売しました。芋煮
の他にも製作体験やマウンテンボード、
ふれあい動物園、お菓子まきなど様々な
催しもあり、来場者は秋の豊根村を満喫
していました。村民の皆様には引き続き
野菜の栽培などのご協力をよろしくお願
いいたします。

　坂宇場地区の棚田で「田んぼオーナー
事業　いただきファーム」の稲刈りを実施
しました。２日間で約200名の方が参加
され、参加者は自分で植えた苗が立派に
成長し、黄金色の稲穂が実った様子に感
動しながら稲刈りを体験されました。当
日は天候にも恵まれ、皆さんとても楽し
そうに作業をされていました。
　参加者の皆さんは、「田植え」「草取り」

「稲刈り」と３回の体験作業を通して、普
段は出来ない貴重な体験が出来たと、大
変満足されていました。

　愛知国際展示場において、「ツーリズ
ムEXPO2025」が開催され、奥三河観光
協議会がブースを出店しました。最終日
には、豊根村観光協会が「豊根村を知っ
ているか」というアンケートを実施しな
がら、観光案内を行いました。豊根村の
ことを知らないと答えた32名の中には、

「茶臼山」や「チョウザメ」のワードから
「あ〜、あそこか！」と繋がる人も多かっ
たです。

９/30 
杉の子保育園父母の会　お餅つき

10/３ 茶臼山を大冒険！ 9/18 おでん缶の寄贈

10/12 芋煮会 in 茶臼山

９/27・28 
いただきファーム稲刈り体験

９/28 
ツーリズムEXPOで魅力発信！
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問合せ◆村教育委員会 

教
育
委
員
会

« vol.186 »

だ
よ
り

☎85-1611

田
口
高
校
か
ら

« vol.103 »

こ
ん
に
ち
は

地域おこし協力隊地域おこし協力隊
緑のふるさと協力隊緑のふるさと協力隊

集落支援員集落支援員

シ
リ
ー
ズ
│
地
域
と
田
口
高
校
│【
そ
の
三
】 

田
口
線
通
学

地域おこし協力隊
緑のふるさと協力隊

集落支援員

三
遠
ネ
オ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

の
地
域
交
流
に
つ
い
て

「
普
通
科
」で
学
ぶ

　

田
口
高
校
は
小
規
模
校
で
あ
る
こ
と
を

強
み
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
少
人
数

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
普
通
科

は
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
や
進
路
希
望
に

告報動活

⚫
豊
根
小
学
校
バ
ス
ケ
交
流
会

　

９
月
29
日
㈪
、
豊
根
小
学
校
児
童
と
三
遠
ネ
オ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
選
手
Ｏ
Ｂ

に
よ
る
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
、
毎
年
交
流
を
続
け
て
く
れ
て

い
る
鹿か

毛げ

誠せ
い

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
、
岡お

か

田だ

慎し
ん

吾ご

さ
ん
の
お
二
人
が
豊
根
小
学
校
に
来
て

く
れ
ま
し
た
。

　

１
～
６
年
生
の
児
童
た
ち
と
、
準
備
運
動
や
ド
リ
ブ
ル
練
習
、
上
手
な

シ
ュ
ー
ト
の
コ
ツ
を
学
ん
だ
あ
と
、
最
後
は
Ｏ
Ｂ
の
お
二
人
対
小
学
生
チ
ー

ム
で
対
戦
を
行
い
、
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
る
た
び
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
交

流
会
後
に
開
か
れ
た
サ
イ
ン
会
で
も
児
童
は
大
喜
び
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
た
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
が
初
の
参
加
と
な
っ
た
１
～
３
年
生
の
子
供
た
ち
も
、
時
間
い
っ

ぱ
い
楽
し
く
練
習
し
、
学
年
ご
と
に
分
か
れ
た
対
決
で
低
学
年
チ
ー
ム
が
優

勝
す
る
姿
も
。
子
ど
も
達
の
心
に
残
る
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

応
じ
て
幅
広
い
選
択
科
目
を
設
置
し
、
科
目
に
よ
っ
て
は
個
別
指
導
に
近
い

環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
理
系
選
択
で
あ
る「
自
然
探
究
コ
ー
ス
」に
は
学
校
設
定
科
目

「
環
境
課
題
研
究
」を
開
講
し
、
探
究
型
の
研
究
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
大
学
な
ど
へ
の
進
学
を
目
標

と
し
た
進
路
補
習
講
座
も
柔
軟
に
設
定
し
、
基
礎
力
の
定
着
か
ら
実
力
向
上
ま
で
生
徒
の
状
況
に
応
じ

て
き
め
細
か
な
指
導
を
行
い
、
進
路
希
望
実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
43
年
に
廃
線
と
な
っ
た
豊
橋
鉄
道
田
口
線
は
、
清
崎
以
南
の
生
徒
の
貴
重
な
通
学
手
段
で

し
た
。
当
時
を
知
る
卒
業
生
の
方
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

昭
和
34
年
卒
業
で
滝
上
駅
か
ら
通
学
し
て
い
た
方
は
、
三
河
田
口
駅
か
ら
は
歩
い
て
高
校
ま
で

通
っ
た
の
で
、
冬
は
雪
で
転
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
一
両
編
成
な
の
で
、
お
客
さ

ん
が
多
い
と
き
は
貨
物
車
両
の
よ
う
な「
箱
」が
け
ん
引
さ
れ
乗
っ
た
こ
と
、
清
崎
や
鮎
渕
駅（
臨

時
駅
）で
途
中
下
車
し
て
川
に
遊
び
に
い
っ
た
こ
と
、
先
生
も
一
緒
に

通
勤
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
楽
し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
42
年
卒
業
の
田
峯
の
方
は
、
集
荷
さ
れ
た
木
材
や
製
材
所
な
ど

沿
線
の
風
景
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
昭
和
40
年
の
台
風
24

号
の
被
害
の
た
め
、
清
崎
か
ら
は
バ
ス
に
な
っ
た
こ
と
も
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
平
日
な
の
に
先
生
が
許
可
し
て
く
だ
さ
り
、
友
人
の
病
気

見
舞
い
に
田
口
線
で
行
っ
た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
道
の
駅
し
た
ら
」に
展
示
保
管
さ
れ
て
い
る
田
口
線
車
両
は
、
田
口

高
校
の
歴
史
の
一
部
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

豊根村で活動している協力隊、集落支援員の
うち３名の活動を報告します。

ｱ地域おこし協力隊ｱ

澁
しぶ

澤
さわ

 悠
ゆう

哉
や

ｱ地域おこし協力隊ｱ

内
うち

田
だ

 成
なる

葉
は

ｱ集落支援員ｱ

林
はやし

 映
てる

仁
ひと

　８月から９月にかけ
て、引き続き茶臼山高原

　夏休みのある日、豊根中学
校の生徒さんたちが食堂へラ

　10月５日に約60名が参加し
『三沢敬老の集い』が三沢体育

山頂にてキッチンカーで出店しました。継続出店
することで、豊根村を訪れる観光客の数や質の季
節変化を体感したいと思っています。また、将来
的にゲストハウスを開業する旨の宣伝もしていま
す。多くのお客様から「オープンしたら泊まりに
来るよ」と応援いただき、一層奮起した次第です。
なお、要望として多いのは、『ペット可』。灼熱の
コンクリートジャングルの街ではお散歩も火傷の
危険があるとのこと。年々日本列島が熱くなって

いく昨今、夏
でも涼しい豊
根村は都会の
方はもちろん
ワンちゃんに
とっても魅力
的のようです。

ンチに来てくれました。村の子どもたちが気軽に
遊びに寄れる場所を提供したいというのも食堂の
目標のひとつなので、とても嬉しかったです。徒
歩もしくは自転車圏内に多くの飲食店があるわけ
ではないので、友達どうしで外食をする経験は貴

館で行われました。敬老のお祝いと感謝を込めて
村民による日本舞踊・サックス演奏・バイオリン
演奏・長生き音頭披露などがあり、にぎやかで楽
しく、地元感のある良い敬老会でした。この日夜、
昨年復活したお月見どろぼうが『お月見どろぼう
＆ハロウィンナイト』として現代風に行われ、約
40名が参加して、大人も子供にかえって一緒に楽
しみました。子供から高齢者まで、集まって楽し
くすごす“集楽”も“集落”の一面として大事にして
いきたいと思います。

重なものだと思いま
す。接客しているわ
たしのほうが緊張し
てしまいました。子
どもだけでのご来店
や小さなお子様のご
来店も歓迎している
ので、ちょっとお茶
しにでも、外食の練
習にでも、気軽に立
ち寄ってください。

植物のＣＯ２吸収量の測定実験
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 LIFE
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

お
知
ら
せ

個
人
事
業
税
二
期
分
の

納
付
を
お
忘
れ
な
く

東
三
河
県
税
事
務
所

☎
０
５
３
２（
３
５
）６
１
２
７

個
人
事
業
税
の
第
二
期
分
の
納
期
限
は
12

月
１
日
㈪
で
す
。

　

第
二
期
分
の
納
付
書
は
、
８
月
に
送
付

し
た
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
付
書
を
紛
失
さ

れ
た
方
は
管
轄
の
県
税
事
務
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

納
付
場
所
及
び
納
付
方
法

•�

金
融
機
関
、
県
税
事
務
所
窓
口
で
の
現

金
払
い

•�

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設

置
店
で
の
現
金
払
い（
※
納
付
書
の
納

付
金
額
が
三
十
万
円
以
下
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
）

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

就
農
林
相
談
会

愛
知
東
農
業
協
同
組
合
営
農
企
画
課

☎
０
５
３
６（
２
２
）２
３
０
０

　

農
林
業
へ
の
就
業
希
望
の
方
を
対
象
と

し
た
就
農
林
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
農
業
や
林
業
を
始
め
た
い
方
や
関

心
が
あ
る
方
、
各
自
治
体
の
農
林
業
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
機
会
で
す
。
ぜ

ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

日
時　

11
月
30
日
㈰ 

12
時
～
15
時

 

場
所　

Ｊ
Ａ
愛
知
東
本
店 

３
階
ホ
ー
ル

（
愛
知
県
新
城
市
平
井
字
中
田
６-

１
）

 

対
象
者

•

新
規
に
農
林
業
を
や
り
た
い
方

•
�

定
年
を
機
に
帰
農
や
就
農
林
を
考
え
て

い
る
方

※�

少
し
で
も
農
林
業
に
関
心
の
あ
る
方
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

 

相
談
方
法

新
城
市
、
設
楽
町
、
東
栄
町
、
豊
根
村
、

愛
知
東
農
業
協
同
組
合
、
森
林
組
合（
新

城
市
、
設
楽
町
、
東
栄
町
、
豊
根
村
）等

の
各
ブ
ー
ス
で
の
個
別
相
談

 

そ
の
他

参
加
費
無
料
、履
歴
書
不
要
、入
退
場
自
由

•�

請
求
し
た
人
の
種
別（
代
理
人
か
第
三

者
の
別
） 

 

通
知
対
象

•�

本
籍
入
り
の
住
民
票（
除
票
含
む
）の
写

し
•
本
籍
入
り
の
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

•
戸
籍
謄
抄
本（
除
籍
含
む
）

•
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書（
除
籍
含
む
）

•
戸
籍
附
票（
除
附
票
含
む
）

 

登
録
対
象
者

本
村
に
住
民
登
録
ま
た
は
本
籍
が
あ
る
方

（
過
去
に
あ
っ
た
方
） 

 

登
録
期
間

登
録
日
か
ら
３
年
間
。
更
新
す
る
場
合
は

満
了
日
の
１
か
月
前
か
ら
満
了
日
ま
で
に

更
新
手
続
き
が
必
要
。

※�

更
新
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、

登
録
廃
止
と
な
り
ま
す
。

※�

本
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
登
録
の
申

請
方
法
及
び
制
度
の
詳
細

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

豊
根
村

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
し
た

住
民
課 
☎（
８
５
）１
３
１
３

　

認
知
症
や
障
が
い
な
ど
に
よ
っ
て
、
判

断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
の
権
利
擁
護
支

を
全
国
統
一
防
火
標
語
に
11
月
９
日
㈰
か

ら
15
日
㈯
ま
で
の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
春
、
全
国
で
大
規
模
な
林
野
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
。
林
野
火
災
の
原
因

は
、
た
き
火
、
火
入
れ
、
た
ば
こ
等
の
人

的
要
因
に
よ
る
出
火
が
多
い
た
め
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

•
�

強
風
、
乾
燥
時
は
、
た
き
火
、
火
入
れ

を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

•
�

枯
草
等
の
あ
る
場
所
で
の
た
き
火
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

•
�

水
な
ど
の
消
火
準
備
を
万
全
に
行
い
、

火
気
の
使
用
中
は
、
そ
の
場
か
ら
離
れ

ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ

う
。

•
�

火
遊
び
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。 

防
火
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

新
城
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
５
３
６（
２
２
）４
８
０
２

　

新
城
市
消
防
本
部
で
は
、
管
内
の
小
学

生
高
学
年
及
び
中
学
生
を
対
象
に
、
防
火

ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
行
い
、
入
賞
作
品
を

2
か
所
で
展
示
し
ま
す
。

◼
ピ
ア
ゴ
新
城
店

　

11
月
７
日
㈮
か
ら
17
日
㈪
ま
で

援
と
し
て
、成
年
後
見
制
度
の
相
談
対
応
・

後
見
人
支
援
を
行
う「
豊
根
村
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
」を
、
10
月
１
日
に
、
役

場
住
民
課
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
認
知
症

や
障
が
い
な
ど
で
、
財
産
管
理
や
契
約
に

不
安
が
あ
る
方
な
ど
、
お
困

り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。ハ

ッ
ピ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
教
室

「
ハ
ピ
エ
ジ
」参
加
者
募
集

保
健
セ
ン
タ
ー

☎（
８
５
）５
０
５
５

　

豊
根
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
10
年
後

も
生
き
活
き
と
動
け
る
体
を
め
ざ
し
て

「
ヨ
ガ
と
健
康
ミ
ニ
講
座
」の
教
室
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

日
時

11
月
20
日
～
令
和
８
年
１
月
29
日
の
毎
週

木
曜
日（
全
回
）10
時
～
11
時

※�

内
容
に
よ
っ
て
終
了
時
間
が
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

場
所　

豊
根
村
保
健
セ
ン
タ
ー

 

対
象　

豊
根
村
に
お
住
い
の
方

 

内
容　

ヨ
ガ
、
健
康
ミ
ニ
講
座（
運
動
、

食
事
、
シ
ニ
ア
世
代
の
お
金
の
話
等
）

 

参
加
費

無
料（
調
理
実
習
の
み
3
0
0
円
）

 

申
し
込
み

11
月
12
日
㈬
ま
で
に
豊
根
村
保
健
セ
ン

◼
新
城
市
役
所
１
階
情
報
カ
フ
ェ

　

11
月
17
日
㈪
か
ら
25
日
㈫
ま
で

　

ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
作

品
を
見
て
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉

生
活
保
護
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

愛
知
県
弁
護
士
会
貧
困
問
題

多
重
債
務
対
策
本
部

☎
０
５
２（
２
１
１
）２
２
３
６

　

愛
知
県
弁
護
士
会
で
は
、
日
本
弁
護
士

連
合
会
及
び
全
国
の
弁
護
士
会
と
連
携
し

て
、「
全
国
一
斉
生
活
保
護
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」を
開
催
し
ま
す
。

 

日
時　

11
月
26
日
㈬ 

10
時
～
20
時

 

内
容

生
活
保
護
に
関
す
る
電
話
で
の
法
律
相
談

会
費
用
：
無
料（
相
談
料
・
通
話
料
）

 

相
談
用
電
話　

０
１
２
０-

１
５
８-

７
９
４

※�

事
前
申
し
込
み
不
要（
相
談
者
か
ら
相

談
用
電
話
へ
直
接
架
電
し
て
く
だ
さ

い
）

•�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

•�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
に
よ
る

納
付

•
�

Ｐ
ａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）に
対

応
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

又
は
Ａ
Ｔ
Ｍ

 

そ
の
他

領
収
証
書
が
必
要
な
方
は
、
金
融
機
関

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
。
）窓
口
、
県
税

事
務
所
窓
口
又
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
納
付
に
は
便
利
で
安
全
な
口

座
振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機
関
の

窓
口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者

交
付
に
係
る
本
人
通
知
制
度

住
民
課 

☎（
８
５
）１
３
１
３

　

村
で
は
、
個
人
情
報
の
不
正
請
求
を
早

期
に
発
見
す
る
た
め
、「
本
人
通
知
制
度
」

の
利
用
登
録
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
登
録
者
の
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄

本
な
ど
が
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
さ
れ

た
場
合
に
、
交
付
し
た
事
実
と
内
容
を
登

録
者
に
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。

 

通
知
内
容

•�

交
付
年
月
日

•
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類
及
び
部
数

豊
根
村
議
会

ミ
ー
ト
ア
ッ
プ
開
催

議
会
事
務
局 

☎（
８
５
）１
３
１
１

　

豊
根
村
議
会
で
は
、
今
年
度
よ
り
新
た

に
共
通
の
テ
ー
マ
や
興
味
が
あ
る
人（
同

じ
業
界
や
職
種
、共
通
の
趣
味
を
持
つ
等
）

を
募
り
、
そ
の
業
界
や
職
種
が
抱
え
る
問

題
点
や
要
望
な
ど
自
由
に
意
見
交
換
を
行

う
場
を
設
け
ま
し
た
。
議
員
が
出
さ
れ
た

意
見
や
要
望
を
整
理
す
る
と
と
も
に
そ
の

解
決
策
を
村
長
始
め
役
場
に
報
告
や
提
案

を
し
て
い
き
ま
す
。
８
月
か
ら
こ
れ
ま
で

２
回
開
催
し
、
次
回
は
左
記
の
日
程
で
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◼�

第
３
回

 

日
時　

12
月
12
日
㈮ 

19
時
～
20
時

 

場
所　

豊
根
村
役
場
２
階 

第
３
会
議
室

 

対
象　

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の

方
、
保
育
所
・
小
中
学
校
に
お
勤
め
の
方

 

テ
ー
マ　

村
の
教
育
の
課
題
、村
の
教

育
に
望
む
こ
と

秋
の
火
災
予
防
運
動

新
城
市
消
防
本
部
予
防
課

☎
０
５
３
６（
２
２
）４
８
０
２

　

急
ぐ
日
も
足
止
め
火
を
止
め
準
備
よ
し
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※下記記載事項は、変更となる場合があります。

11 月の予定地域サロン
名称 開催日時 場所 参加費用 主な内容

三沢いこいのサロン 11月21日㈮ ８時〜16時 シルク
ミュージアム 1,700円 おでかけサロン

黒川サロン 11月14日㈮ 10時〜15時 保健センター 600円 午前：切り紙
午後：牧内先生 健康教室

坂宇場地域サロン 11月20日㈭ ９時〜16時 お楽しみ♡ 200円 おでかけサロン

富山サロン 毎週
水・金曜日 10時〜16時 茶の実 100円 物づくり教室

室内ゲーム

三沢体操 毎週水曜日 13時30分〜 牧舟公民館 無料 健康体操

間黒体操 毎週水曜日 11時〜 間黒公民館 無料 健康体操

坂宇場体操クラブ 毎週木曜日 13時30分〜 豊根グリーン
ポート宮嶋２階 無料 健康体操

下黒川体操
毎週水曜日 13時30分〜 ほのぼの会館

無料 健康体操
毎週木曜日 10時〜 小田集会所

マイナンバーカード時間外受付日

日　　付

最終受付

場　　所

す
。
通
告
・
相
談
は
、
匿
名
で
行
う
こ
と

が
で
き
、
通
告
・
相
談
を
し
た
人
、
そ
の

内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
な

お
、
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り

ま
せ
ん
。

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

☎
０
５
３
６（
２
２
）１
１
６
０

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は
お
す
み
で
す

か
？

　
「
労
働
保
険
」と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
の
総
称
で
す
。

 

労
働
保
険
は
、
仕
事
や
通
勤
に
よ
る
傷

害
や
失
業
等
の
際
に
、
労
働
者
と
そ
の
家

族
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
雇

用
保
険
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
を
雇
用
す

る
事
業
は
、そ
の
業
種
、規
模
等
を
問
わ
ず
、

農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
す
べ
て
適

用
事
業
と
な
り
、
そ
の
事
業
主
は
、
労
働

保
険
料
の
納
付
、
雇
用
保
険
法
の
規
定
に

よ
る
各
種
の
届
出
等
の
義
務
を
負
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

愛
知
県
最
低
賃
金
の
改
正

新
城
市
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
５
３
６（
２
２
）１
１
４
５

　

愛
知
県
最
低
賃
金
は
、
10
月
18
日
か
ら

1
︐
1
４
０
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

（
１
︐
０
７
7
円
か
ら
63
円
引
き
上
げ
）

 

県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者（
常
用
・
臨
時
・
派
遣
・
パ
ー
ト
ア
ル

バ
イ
ト
等
）に
適
用
さ
れ
ま
す
。

 

使
用
者
は
、
適
用
有
れ
る
最
低
賃
金
以

上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
賃
金
が
時
間
給
以
外
で
定

め
ら
れ
て
い
る
場
合（
月
給
・
日
給
等
）、

賃
金
を
1
時
間
当
た
り
の
金
額
に
換
算
し

て
時
間
額
1
︐1
４
０
円
と
比
較
し
ま
す
。

あ
い
ち
防
災
フ
ェ
ス
タ

県
防
災
安
全
局
防
災
危
機
管
理
課

☎
０
５
２（
９
５
４
）６
１
９
０

　

県
で
は
、
広
く
県
民
の
方
々
に
防
災
協

働
社
会
の
必
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
家
具

転
倒
防
止
対
策
等
を
紹
介
し
、
防
災
知
識

の
普
及
、
防
災
意
識
の
高
揚
、
家
庭
に
お

け
る
災
害
対
策
の
推
進
及
び
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
た

め
、「
あ
い
ち
防
災
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し

ま
せ
ん
か
。 

あ
い
ち
県
民
の
日
に
関
す

る
こ
と
や
、
あ
い
ち
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の

イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
は
、「
あ
い
ち
県
民

の
日
・
あ
い
ち
ウ
ィ
ー
ク
特
設
サ
イ
ト
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

あ
い
ち
県
民
の
日
・
あ
い
ち　

ウ
ィ
ー
ク
特
設
サ
イ
ト
▼

11
月
は「
子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
県
民
運
動
」の

強
調
月
間
で
す

県
県
民
文
化
局
社
会
活
動
推
進
課

☎
０
５
２（
９
５
４
）６
１
７
５

　

子
ど
も
や
若
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
ひ
き
こ
も
り
や
不
登

校
、
若
年
無
業
者
、
貧
困
な
ど
、
社
会
生

活
を
円
滑
に
営
む
上
で
困
難
と
な
る
問
題

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
虐

待
や
闇
バ
イ
ト
な
ど
の
事
件
も
後
を
絶
た

ず
、
社
会
全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

11
月
は
、こ
ど
も
家
庭
庁
が
定
め
た「
秋

の
こ
ど
も
ま
ん
な
か
月
間
」で
す
。
県
と

愛
知
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
も
、
11
月

を「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
県
民
運
動
」

の
強
調
月
間
と
し
て
、「
は
ぐ
く
も
う 

自

分
ら
し
く
生
き
る
子 

愛
知
の
子
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
広
報
啓
発
活
動
や
各
種
事

業
等
を
集
中
的
に
実
施
し
、
子
ど
も
や
若

者
の
健
や
か
な
成
長
や
自
立
へ
の
支
援
を

呼
び
か
け
ま
す
。

11
月
は「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・

児
童
虐
待
防
止
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」期
間
で
す

県
福
祉
局
児
童
家
庭
課

☎
０
５
２（
９
５
４
）６
２
８
１

　

こ
ど
も
家
庭
庁
は
、
児
童
虐
待
問
題
に

対
す
る
深
い
関
心
と
理
解
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
11
月
に「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
・
児
童
虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

近
年
、
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
、

全
国
的
に
増
加
傾
向
で
す
。
２
０
２
４
年

度
に
愛
知
県
の
児
童（
・
障
害
者
）相
談
セ

ン
タ
ー
が
対
応
し
た
件
数
は
７
２
８
９
件

（
名
古
屋
市
を
除
く
）で
、
過
去
最
多
と
な

り
ま
し
た
。

　

児
童
虐
待
は
、
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
り

う
る
も
の
で
す
。
地
域
全
体
で
子
育
て
を

応
援
し
、
児
童
虐
待
防
止
に
努
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
虐
待
か
も
」と
思
っ
た
ら
、
市
町
村
の

児
童
福
祉
担
当
課
又
は
、
お
住
ま
い
の
地

域
の
児
童（
・
障
害
者
）相
談
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

　

１
８
９（
通
話
料
無
料
）

　

お
近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま

ま
す
。

 

日
時　

11
月
９
日
㈰ 

10
時
～
16
時

 

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
豊
川（
豊
川
市
）

 

参
加
費　

無
料

 

内
容

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
防
災
○
×

ク
イ
ズ
大
会
」や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
地
震
体
験

車「
な
ま
ず
号
」に
よ
る
地
震
体
験
、
パ
ト

カ
ー
や
白
バ
イ
、
通
信
指
令
車
と
い
っ
た

特
殊
車
両
の
展
示
の
ほ
か
、
防
災
グ
ッ
ズ

な
ど
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

あ
い
ち
防
災
フ
ェ
ス
タ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

11
月
27
日
は

「
あ
い
ち
県
民
の
日
」

県
民
文
化
局
県
民
総
務
課

☎
０
５
２（
９
５
４
）６
１
６
０

　

県
で
は
、
２
０
２
２
年
の
県
政
１
５
０

周
年
を
契
機
に
、
11
月
27
日
を「
あ
い
ち

県
民
の
日
」と
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、
11

月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
の
一
週
間
を「
あ

い
ち
ウ
ィ
ー
ク
」と
し
て
、県
内
各
地
で
、

イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
愛
知
の
歴
史
や
文
化
、
産

業
等
に
触
れ
、
愛
知
の
魅
力
を
再
発
見
し

問合せ│住民課 ☎85-1313

11月７日㈮・28日㈮
19時15分
役場１階 住民課窓口
※申請に必要な顔写真の撮影を無料で行います。

住民課
☎85-1313

　申請書の記入方法や、オンライン申請についてご不明な点が
ありましたらお問い合わせください。

広報とよね12月号と
一緒に送付する組長
配布物がある方は

までに
役場２階の棚へ
お入れください

11月27日㈭
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保 健 師 だ よ り
│皆さんの健康づくりにお役立てください│ 連絡先・問合せ│保健センター ☎85-5055

豊

富

山
豊

豊

豊 豊

豊

豊

豊

豊

山

豊

豊

山

豊

山山

山

豊豊

山

山

山

山

山

豊富

豊富

山

豊

豊

豊根村診療所 ☎（85）1675
■月・水・木・金(午前)
■火(午後)

山富歯科豊根診療所 ☎（83）2010
■火・水・金(午前)

富山診療
■火(午前)

〈令和7年〉11月│診療日カレンダー
月 火 水 木 金

3 4 5 6 7

10 11 12 13 14

17 18 19 20 21

24 25 26 27 28

祝日 丹羽 丹羽 夏目

丹羽 丹羽 丹羽 丹羽 休診

丹羽 丹羽 丹羽 丹羽 夏目

振替休日 丹羽 丹羽 丹羽 夏目

●受診を希望される方は事前に連絡して
ください。
●感染症対策のため、必ずマスクを着用
して受診してください。

●急遽休診となる場合は同報無線にて
放送いたします。

　前回は「家で最期までいるための３Ｋ（価値、覚悟、協力）」のはじめとして価値のお話でした。今回

はその続きとなります。家で最期となると、誰しも不安になると思います。多くの方はお年寄りの方

と一緒に住んで家で最期まで一緒に過ごした経験がなく、もちろん自分自身が老いて病んで最期を迎

えたことはないわけですから当然と言ってもよいでしょう。どんなに医者が手を尽くしても必ず最期

を迎えるわけで、いくら想定しても予想を超えてくることはままあります。それでも以前と比べて自

宅でも種々の手当てで穏やかな経過をたどれるようになりました。かつての病院での最期は、生活の

場から切り離された環境で治療を優先してその尽きた所が終着点でした。できることが減っていき、

時に出会う家族とのつながりは細り、現世そのものから消えていくような日々と言えます。外の世界

から赴く家族にできることは多くなく、医師からの説明で心身の変化を言葉の上では理解できても、

経過を家族が実体験することのないまま死に直面することになります。一方、家で居続けることがで

きれば、死に向いつつある本人も生活を共にする同伴者である家族も主であり続けます。医学的な優

先順位から主導権を取り戻し、家という場所で残された日々を過ごすために必要な医療を一緒に選択

できます。いくら覚悟を決めたつもりでも、自身で死に関わるという稀有な状況を目の当たりにして

その決心は揺らぐこともあります。あまりにも痛かったり苦しかったり、状況によっては自宅での療

養が困難となる場面が来ることもあります。それでも本人、家族だけでなく、医療職、介護職、親族

や知人の皆さんの協力により、その高い壁が少しずつ低くなるように思います。みんなで協力して苦

労を少しずつ分かち合って「本当に大変だったけど、最期まで家に居られてよかった。」と言えた時、

その家やこの地域にとって死して尚大きな力を我々に残してくれることでしょう。

（豊根村診療所 丹羽治男） 

ストレスと食事の関係

白玉粉 ………………… 40ｇ

絹ごし豆腐 …………… 40ｇ

かぼちゃ ……………… 20ｇ

★しょうゆ ……… 小さじ２

★砂糖 …………… 大さじ１

★みりん ………… 小さじ１

★片栗粉 ………… 小さじ１

★水 ……………… 小さじ１

①�かぼちゃは適当な大きさに切り、電子レンジで加熱する。

②やわらかくなったら皮を取り、フォークでつぶす。

③�ボウルに白玉粉、豆腐、かぼちゃを入れ、耳たぶくらい
の固さになるまでよくこねる。

　※パサついて形が作れない場合は水を少し加えて調整。

④�６等分して丸める。

⑤�鍋に水をいれ沸騰したら、団子を約３分茹でる。団子が
浮いてきて、色が濃くなりツヤが出ていたらＯＫ。 

⑥別の鍋に★を入れ、中火で加熱しながら混ぜる。
　（焦がさないようにとろみがつくまで）

⑦団子を３個ずつ串に刺したらタレをかけて完成。

 材料（２人分）   レシピ 

　 皆さん、季節の変わり目ですが体調は崩されていないでしょうか？
季節の変わり目は気温の寒暖差や気圧の変動によって自律神経のバランスが崩れ、
気分が上がらなかったり、イライラしたり、ストレスが溜まるということがあります。
今回は、ストレスに対応する食事のポイントを紹介します。

│①食欲の波│強いストレスを感じた時には交感神経が優位になり、胃腸の運動が低
下するため食欲が低下します。一方で、ストレスにより脳内のセロトニンホルモン（精
神の安定や食欲の調整をする）が減少し、食欲が増加してしまう場合もあります。

│②食べたいと思う食品│ストレス状態では脳がいつも以上にエネルギーを欲するので、エネルギー
源となる甘いもの(糖分）が食べたくなります。一方で、辛いものが食べたくなる場合
は、体が辛いものを摂取することによりアドレナリンの分泌を促しイライラや疲れを
紛らわしています。

みんなで知っていこう！
協力して
暮らせる
地域へ
�������
��������

自分の家に最期までいたいあなたへ
その４（家に最期までいるための３Kとは）

今月のテーマは

効果 多く含まれる食品

たんぱく質 ストレスに対抗するためのホルモンや神経伝達物質
の材料になる。 肉、魚、卵、大豆製品、乳製品など

トリプトファン
幸せホルモンとよばれるセロトニンの材料になるア
ミノ酸。体内で作り出すことのできない必須アミノ
酸なので、食事からの摂取が必要。

鶏肉、かつお、まぐろ、納豆、豆乳、
バナナ、アボカドなど

ビタミンＣ
抗ストレスホルモンとよばれるコルチゾールの材料
となる。ストレス状態では消費量が増加するため、
積極的に摂取しなければならない。

ブロッコリー、ピーマン、ほうれん草、
キウイ、イチゴ、レモンなど

※�取り除いたかぼちゃの皮はきんぴらにして
無駄なく使いましょう。

エネルギー243kcal、たんぱく質5.8g、
脂質1.9g、炭水化物51.5g、食塩相当量1.7g

栄養・食生活

たんぱく質がとれるおやつ「豆腐とかぼちゃのみたらし団子」

│問合せ先│地域包括支援センター（豊根村保健センター内）☎85-5055または☎080-8265-6973

摂取したい
栄養素
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（令和７年９月30日現在）
住民基本台帳人口数による

449人(＋１) 457人(＋３)

906人(＋４) 447戸(＋１)

※このコーナーは届出人の承諾を
得て掲載しています。

人口

男性 女性

世帯数

国民健康保険税 •••••••••••••••••••••••••••••  住民課
後期高齢者医療保険料 ••••••••••••••••  住民課
住宅料 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••  産業課
水道料金 •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••  生活課
奨学金返還金 •••••••••••••••••••••••••  教育委員会

限期納

12月1日㈪納期限の
今月の

お知らせ

かなしみ
（死亡）

よろこび
（出生）

と人口 世帯 戸籍
の窓
９月
届出分

お
ら
が
の
ふ
る
さ
と
文
芸

広
げ
よ
う
支
援
の
輪

～
あ
な
た
の
思
い
や
り
と
理
解
が

犯
罪
被
害
者
等
の
支
え
に
な
り
ま
す
～

火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
象
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す​

設楽警察署 TEL.62-0110

豊根村の
犯罪発生
状況

８月分
※（　）内は今年の累計
※自動車関連窃盗／自動車盗・車上ねらい・部品ねらい

刑法犯 ••••••••••••••••••••••０件(２件)
窃盗犯 ••••••••••••••••••••••０件(１件)
自動車関連窃盗 ••••••０件(０件)
特殊詐欺 ••••••••••••••••••０件(０件)

運転免許更新の
ご案内

■運転免許証の更新をされる方は予約が必要です
■対象者は、更新時の講習区分が優良、一般、違反者、初回の方です
※高齢者の方は、高齢者講習が修了していれば、予約なしで更新できます。
■詳しくは愛知県警ＨＰでご確認ください（警察署では予約できません）
※警察署での更新受付は、すべて平日の正午から午後４時までの間です。

設楽警察署交通課
☎0536（62）0110

ご不明な点は下記まで

運転免許更新予約制度
が始まっています！

新城市消防本部TEL.0536-22-4802

◼�

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は
、「
犯
罪
被
害
者
週

間
」で
す

　
「
犯
罪
被
害
者
週
間
」は
、
期
間
中
の
集
中
的
な
広
報
啓

発
事
業
等
の
実
施
を
通
じ
て
、
犯
罪
被
害
者
等（
犯
罪
被
害

者
や
そ
の
家
族
又
は
そ
の
遺
族
を
い
う
。
）が
置
か
れ
て
い

る
状
況
や
犯
罪
被
害
者
等
の
名
誉
又
は
生
活
の
平
穏
へ
の

配
慮
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
皆
様
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
に
遭
う
と
い
う
こ
と
は
、
命
を
奪
わ
れ
る（
家

族
を
失
う
）、
け
が
を
す
る
、
物
を
盗
ま
れ
る
な
ど
の
直
接

的
な
被
害
だ
け
で
は
な
く
、

•
�

事
件
に
遭
っ
た
こ
と
に
よ
る
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
や
身
体

の
不
調

•
�

医
療
費
の
負
担
や
失
職
、
転
職
等
に
よ
る
経
済
的
困
窮

•
�

捜
査
や
裁
判
の
過
程
に
お
け
る
精
神
的
、
時
間
的
負
担

•
�

周
囲
の
人
々
の
無
責
任
な
う
わ
さ
話
や
マ
ス
コ
ミ
の
過

剰
な
取
材
、
報
道
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
・
不
快
感

　

な
ど
の
被
害
後
に
生
じ
る
様
々
な
問
題（
二
次
的
被
害
）

に
苦
し
め
ら
れ
ま
す
。
周
り
の
人
た
ち
は
、
こ
う
し
た
犯

罪
被
害
者
等
の
変
調
を
理
解
し
て
接
し
、
犯
罪
被
害
者
等

を
責
め
た
り
、
無
理
に
励
ま
し
た
り
す
る
な
ど
は
避
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
推
測
、
憶
測
、
う
わ
さ
話
を
慎
む
な

ど
、
一
人
一
人
が
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

犯
罪
被
害
は
、
い
つ
誰
の
身
に
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

も
し
も
自
分
が
被
害
に
遭
っ
た
ら
、
自
分
の
大
切
な
人
が

被
害
に
遭
っ
た
ら
と
考
え
て
、
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
が
、

少
し
で
も
早
く
回
復
し
、
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◼�

犯
罪
被
害
者
等
の
現
状
等

名前 保護者 組 月・日

熊
くま

谷
がい

　衣
い

吹
ぶき 直城

未優 宇連 ９月19日

名前 年齢 組 月日

清
きよ

川
かわ

　強
きょう

平
へい

76歳 上ノ平 ９月６日

　

今
年
２
月
に
全
国
各
地
で
大

規
模
な
林
野
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
林
野
火
災
の
多
く
は
、

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時
や
風

が
強
く
吹
く
時
に
た
き
火
を
実

施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
周
囲
に

火
が
燃
え
広
が
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
11
月

１
日
㈯
か
ら
、
乾
燥
や
強
風
に

よ
り
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気

象
状
況
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
場
合（
概
ね
乾
燥
注
意
報
、

強
風
注
意
報
の
発
表
時
）に
は
、

防
災
行
政
無
線
等
に
よ
り
、
火

の
取
扱
い
の
注
意
喚
起
の
広
報

を
行
い
ま
す
。

◼
注
意
喚
起
の
方
法

①
防
災
行
政
無
線
の
放
送

②
消
防
車
両
に
よ
る
巡
回
広
報

③�

新
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
情

報
掲
載

④�

新
城
市
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
か
ら
メ
ー
ル
送
信

⑤
新
城
市
公
式
Ⅹ
へ
情
報
投
稿

⑥�

新
城
市
公
式
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ

ｏ
ｋ
へ
情
報
投
稿

※�

防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
乾
燥
注
意
報

と
強
風
注
意
報
の
両
方
が
発
表
さ
れ
た

平
日
の
み
。

※�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
、
公
式
Ｘ
、
Ｆ

ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
の
投
稿
は
平
日
の
み
。

※�

新
城
市
メ
ー
ル
配
信
シ
ス

テ
ム
へ
の
登
録
は
こ
ち
ら

か
ら

◼
林
野
火
災
を
防
止
す
る
た
め
に

　

林
野
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の

取
り
扱
い
の
不
注
意
が
原
因
で
発
生

し
て
い
ま
す
。
た
き
火
の
際
は
、
次

の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⬥�

風
が
強
い
日
、
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
日
に
た
き
火
を
し
な
い
。

⬥�

た
き
火
を
し
て
い
る
間
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

⬥�

水
バ
ケ
ツ
な
ど
必
ず
消
火
の
準
備

を
し
て
か
ら
行
う
。

⬥
一
度
に
大
量
に
燃
や
さ
な
い
。

⬥�

帰
宅
前
に
必
ず
消
火
し
て
い
る
か

周
囲
の
確
認
を
す
る
。

山火事予防ポスター

早
朝
に 

馬
の
草
か
り 

背
負
く
る

　
つ
ゆ
に
ぬ
れ
い
し 

祖
父
な
つ
か
し
む

ま
む
し
酒 

ま
た
た
び
酒
の 

び
ん
並
ぶ

　
亡ち

父ち

の
好
み
し 

生
薬
な
り
き

村
井
　
優
子

パ
チ
パ
チ
と 

薪
燃
ゆ
る
音 

聞
き
な
が
ら

　
し
き
み
束
ね
る 

手
元
は
温ぬ

く

し

荒
川
ノ
ブ
エ

な
す
・
ト
マ
ト 

収
穫
せ
ず
に 

種
採
り
に

　
節
約
兼
ね
て 

来
春
を
待
つ

村
松
三
千
代

一
〇
〇
〇
種
も
の 

異
名
持
つ
と
う 

ヒ
ガ
ン
バ
ナ

　
猛
暑
に
開
花 

遅
れ
る
と
聞
く

西
の
端
に 

沈
む
満
月 

虫
の
音ね

を

　
聞
き
し
見
て
い
る 

初
秋
の
夜
明
け佐

々
木
秋
子

歳
重
ね 

グ
ル
メ
番
組 

見
る
た
び
に

　
ア
レ
も
美
味
そ
う 

こ
れ
も
食
い
た
し佐

々
木
範
明

蜩ひ
ぐ
ら
しの 

声
も
聞
こ
え
ず 

秋
と
な
り

　
四
季
折
々
の 

抒
情
も
失
せ
む

静
脈
の 

浮
き
た
る
黒
き 

皺し
わ

の
手
に

　
誇
る
も
の
な
し 

卒
寿
す
ぎ
れ
ど

青
山
　
そ
の

1415 〈広報〉とよね 2025.11 〈広報〉とよね 2025.11
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　かかりつけの診療所・病院が開
いていないときには、右記の窓口
にご相談ください。 

新城休日診療所 ☎0536-23-3665
受付時間◆日曜・祝日・振替休日／9：30～11：30、13：00～16：00

新城市夜間診療所 ☎0536-24-1161 受付時間◆平日／19：30～22：30
愛知県救急医療情報センター ☎0536-62-1133（24時間）

休日・夜間診療所情報

共同募金活用事業の紹介共同募金活用事業の紹介
杉
の
子
保
育
園
の
遊
戯
室
に「
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
遊
具
」が
新
し
く
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
や
腕
の
力
が
低
下
し
て
い
る
状
況

を
懸
念
し
、
楽
し
み
な
が
ら
自
然
に
腕
力
を
鍛
え
る
こ
と
が
出
来
る
遊
具

と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。
カ
ラ
フ
ル
な
壁
を
上
る
姿
は
と
て
も
い

き
い
き
と
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
も
新
し
い
遊
具
で
夢
中
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
回
の
遊
具
設
置
は
、
共
同
募
金
配
分
事
業
を
活
用
し
ま
し

た
。
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い
ご
支
援
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
支
え
る
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
募
金
は
地
域
の
福
祉
事
業
に
生

か
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
取
組
も
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
く
ら

し
を
よ
り
よ
く
す
る
大
切
な
一
歩
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


